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月 
 

日
・
・
平
成
１７
年
１２
月

１５
日
（
木
） 

場 
所･

･

高
槻
市
役
所
総
合

セ
ン
タ
ー
６
０
２
会
議
室 

議 

題･･
「
生
き
が
い
に
つ
い

て
」 

講 

師･･

（
社
）
中
高
年
齢
者

雇
用
福
祉
協
会 

Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｐ

経
営
研
究
所 

 
 

主
任
講
師
・
日
下 

總
一
氏 

１
は
じ
め
に 

 

人
生
の
目
的
： 

安
心
し
て
働
き
（
経
済
的
活

動
と
余
暇
活
動
）、
安
定
し
た

生
活
を
続
け
る
。 

２
人
生
の
三
大
不
安 

「
三
大
不
安
」
＝ 

貧
困
、
孤
独
、
病
気
。 

 

現
在
の
日
本
人
の
寿
命
は
、 

 

男
：
83
〜
84
歳 
 

女
：
87
〜
88
歳 
 

ま
も
な
く
90
歳
と
な
る
。 

３
孤
独
を
解
除
す
る 

生
き
が
い
開
発  

 

 

孤
独
の
反
対
は
労
働
で
あ

る
。・･

労
働
は
職
業
生
活
（
金

儲
け
）
と
余
暇
活
動
（
消
費
）。 

 

余
暇
活
動
に
は
・
・
社
会
的

役
割
を
果
た
す
：
社
会
貢
献 

 

自
分
の
ｉ
ｄ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｔ
ｙ

（
自
己
の
役
割
、
存
在
価
値
）

を
確
立
す
る
。 

 

「
自
分
の
居
場
所
」
が
生
ま

れ
る
。 

４
「
生
き
が
い
」
と 

「
生
き
ざ
ま
」
に
つ
い
て 

「
生
き
が
い
」・
生
き
て
い
る

値
打
ち
・
生
き
て
い
る
幸
福
、

利
益
、
価
値
、
は
り
あ
い
。 

「
生
き
が
い
」
の
二
つ
の
意

味
・
対
象
目
的
と
し
て
の
生
き

が
い
と
、
生
き
て
い
る
幸
福
感
、 

*

ど
の
よ
う
に
生
き
て
き
た
か

を
物
語
る
言
葉
。 

*

独
自
の
人
生
観
を
持
ち
、
そ

れ
を
貫
き
と
う
す
。 

*

人
間
性
を
表
し
、
生
き
て
来

た
。
自
分
の
可
能
性
へ
の
実
現

に
向
か
っ
て
活
動
し
つ
づ
け

る
（
過
程
） 

 

過
去
、
現
在
、
未
来
へ
と
継

続
す
る
。 

 

こ
の
「
生
き
ざ
ま
」
の
中
に

「
生
き
が
い
」
が
あ
る
。 

５
余
暇
生
活
と
趣
味
の
開
発 

 

生
き
が
い
を
持
っ
て
い
る
。 

 

趣
味
、
交
友
関
係
、
好
奇
心

を
も
っ
て
い
る
。 

 

日
下
氏
自
身
の
話 

 

退
職
時
：
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド

を
つ
く
り
次
の
文
言
を
入
れ

た
。 

人
生
目
標
・
・
・
一
日
一
感

動
・
一
日
一
哄
笑
（
腹
の
底
か

ら
笑
う
） 

６
．
地
域
社
会
生
活
と 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 

軟
着
陸
す
る
た
め
に 

①
企
業
の
肩
書
き
を
は
ず
す
。 

②
社
会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー

を
わ
き
ま
え
る
。 

③
日
常
生
活
の
中
で
自
立
す
る
。 

④
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
好
奇
心

を
も
つ
。 

⑤
自
由
時
間
が
有
り
余
る
ほ

ど
あ
る
。
↓
こ
の
時
間
を
労
働

に
つ
か
え
る
。 

（
１
）
趣
味
を
つ
く
る
。 

お
金
消
費
型
か
ら
時
間
消
費

型
へ
。 

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
。

（
一
点
豪
華
主
義
）
↓
人
様
に

ウ
ン
チ
ク
を
語
れ
る
趣
味
ま

で
も
っ
て
い
く
。 

（
２
）
地
域
社
会
生
活 

/ 

①
．
毎
日
毎
日
が
白
紙
だ
と
半

年
す
る
と
退
屈
さ
う
る
。 

②
．
無
為
に
し
て
い
た
い
。 

③
．
日
程
表
が
先
の
先
ま
で
出

来
て
い
て
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
空

白
が
よ
い
。 

④
．
あ
る
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。 

 

代
役
を
務
め
る
。
生
き
が
い

を
感
ず
る
。 

⑤
．
何
か
気
楽
に
や
っ
て
社
会

に
感
謝
さ
れ
る
。 

７
．
対
話
が
基
本
の
夫
婦
関
係 

 

子
供
が
独
立
し
夫
婦
二
人

に
な
り
、
夫
婦
家
族
性
と
な
る
。 

 

対
話
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
原
点
） 

 

１
．
情
報
交
換 

 

２
．
問
題
解
決 

 

３
．
精
神
安
定
の
役
割
：
病

気
の
問
題
、
友
人
の
死
亡
な
ど 

 

お
互
い
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

役
を
す
る
。 

 

心
の
ケ
ア
ー
、
癒
し
の
役
を

す
る
。 

 

４
．
伴
良
性
：
友
人
、
目
線

を
等
し
く
す
る
。（
50
：
50
） 

 

反
面 

夫
は
妻
に
干
渉
し

な
い
。 

 

夫
は
自
立
す
る
。（
掃
除
、

洗
濯
、
炊
事
を
す
る
） 

 

今
は
ナ
カ
食
の
時
代
、
チ
ン

す
れ
ば
食
事
で
き
る
。 

 

「
熟
年
離
婚
」
定
義
は
20
年

以
上
つ
れ
そ
っ
た
夫
婦
の
離
婚 

 
男
か
ら
女
へ
が
、
女
か
ら
男

へ
三
行
半
を
告
げ
ら
れ
る
時
代 

 

昭
和
50
年
代
：
5
％ 

 

平
成
15
年
：
15
％
あ
る
。 

 

あ
ぶ
な
い
言
葉
：
１
．
ヌ
レ 

落
ち
葉
、
２
．
産
業
廃
棄
物 

３
．
粗
大
ゴ
ミ
４
ワ
シ
族 

５
．
ハ
シ
パ
ン 

８
．
お
わ
り
に 

 

「
生
涯
福
祉
」（
幸
福
）」 

生
涯
福
祉
の
為
に
は
、
生
涯

学
習
（
教
育
）
と
生
涯
労
働
。 

 
 
 
 
 
 
 

S
・
O 

  

三
人
前 

き
ん
ぴ
ら
ご
ぼ
う  

 

ご
ぼ
う 

一
〇
〇
ｇ 

 

豚
ば
ら
肉 

一
〇
〇
ｇ 

 

こ
ん
に
ゃ
く 

一
丁 

 

砂
糖 

醤
油 

各
大
匙
一 

 

み
り
ん 

酒 

各
小
匙
一 

 

だ
し
汁 

大
匙
三 

 

中
国
産
乾
燥
ゴ
マ 

少
々 

 

鷹
の
つ
め 

一
本 

１ 

ご
ぼ
う
は
さ
さ
が
く
。 

 

豚
肉
は
二
ｃ
ｍ
位
に
切
る 

こ
ん
に
ゃ
く
は
細
く
切
る
。 

２ 

ご
ま
油
を
引
い
て
豚
肉

↓
ご
ぼ
う
↓
こ
ん
に
ゃ
く
の

順
に
入
れ
て
よ
く
い
た
め
る
。 

３ 

だ
し
汁
と
調
味
料
を
入

れ
て
煮
汁
が
な
く
な
る
ま
で

よ
く
炒
め
煮
す
る
。 

ご
ぼ
う
が
透
き
と
う
れ
ば 

強
火
に
し
て
煮
汁
を
絡
ま
せ
、 

最
後
に
山
椒
・
鷹
の
つ
め 

を
入
れ
る
。 

 

お
皿
に
盛
っ
て
ゴ
マ
を
沢

山
か
け
ま
す
。 

 
 

Ｍ
．
Ｋ 

V・G 槻
き

 輪
り ん

 だ よ り  
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講
演
会 

盛
会
裡
に
開
催
さ
る 

２月度行事予定  
工場で野菜栽培：水気耕栽培（ハイポニカ） 

月  日：平成１８年２月１６日（木） 

場  所：協和・ハイポニカ研修センター前１３：１５集合 

交通案内:市バスＪＲ高槻駅⑤のりば 関大行き１２：５０発 

清福寺下車 バスの進行方向へ約5分左手に温室がある。 

１月度行事予定  
寒天作りの里を訪ねる 

月  日：平成18年1月19日（木） 

場  所：㈱タニチ 田能工場 １２：３０集合 

交通案内：市営バスＪＲ高槻駅 ➁のりば 杉生行き 

     １１；３７発 樫田校前下車 徒歩約７分 

味
Ｗ
Ａ
Ｙ 


